
紙敷の橋になる

アプローチは鳥居が連続し、ゆるやかな階段状のブリッジで建築内部へと導かれる。各空間は吹き抜けを介して配置され、階段状のブリッジで繋がっていくことで、上下の視線
の抜けが生まれ、互いに見える関係になる。
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Z
・・・土地が持つ歪み縮む ・・・加わる要素上がる

店内の雰囲気が見えてきました。
バーのオーナーは訪れる人に店の雰囲気を伝えるうってつけの場所を鋭角部分にある階段下に見つけました。
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NO.1 ものことが融合する鋭角地

上がる・・・土地が持つ歪み ・・・加わる要素貫入

平面が坂の下に食いこむ。
人目から少し隠れるような場所ができ、立ち寄ったカップルは、2人でゆっくりできるいい感じの場所を見つけたようです。

NO.6 隠したい隠れたい

Bar

日本酒 Bar

Bar

ライブ Bar

住宅１

住宅 2

住宅 3

広場

広間
ワークスペース

展示ブース

ドミトリー

カフェ

シェルター

ドミトリー

シェアハウス

シェアハウス

e. 使いこなしシーン例

影響される 影響されない

歪む都市 均質な都市

運営者、使用者
計画者参画

外部の要素に

空間を捉える視点

計画者

ニュートン的アインシュタイン的

都市空間の基本状態単位空間

融合

鋭角部分に階段とカウンター
＝階段の踊り場が机の一部として
使われている

上がる

ずれた立面に螺旋階段
＝ふみづらによってはズレた立面に近くなり、
空間状態は接近する。
立面の上の方まで手が届くようになり、
目立った落書きができたようだ。

手が届く

近づく

109

0 10 20 30 40 meters

・地形に沿った道を基準にした開発
・密な等高線による頻繁な勾配

秩序：近い立面

鋭角

秩序：広い視野

鈍角

秩序：方向の差異

２軸の狭間

秩序：高低差

ずれ断面ずれ立面

秩序：ちょっとだけ 秩序：境界

坂と平面Ⅰ Ⅱ ⅥⅣⅢ Ⅴ

a. 道玄坂の地形に基づく都市軸の歪み

(卒業設計　原田真宏研究室）

平面と坂（大通り）
＝平面から坂の大通りに出る部分が、
  人の佇む場となる。
しゃがんで話したり、推しのチェキ眺めたり。

Stop

流れる

都市空間の基本状態をメッシュが均一に並んだ状態の
集合体と考える。19世紀のスラムや労働者住宅の延長
線上にあった20世紀のモダニズム建築の計画では最小
限、低コスト、シンプル、合理性などが延長されたが
、美化される過程で歪みの次元は消失してしまった。
そのため近年の計画における歪みを再度採取して取り
入れることを考える。
空間の状態が３次元に動いて、エネルギーの溜まり場
となっている所は意味を持ち始め、人を動かす

d. 抽出された歪みの立体面c.21 世紀、歪む都市b. 階段などの構造物によるもう一つの歪み

Emarfを用いた椅子の制作

(B3 図書館設計、清澄白河）
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ホール

料理室

事務室

広場

盆栽の間

支所

集会室２

参道

茶屋、駄菓子屋

図書館
テラス

展望デッキ

図書館

図書館

A-A’ SECTION  S=1/200

最高高さ=GL+12080

3F=GL+8130

2F=GL+4980

1F=GL+920

新たな参道

GL

ワクワクする高台と低地の境目

しかし、現状はこの高低差が新旧の住民の交流を分断してるように感じてしまう。
そこで、高台と低地の境目を敷地として選定し新旧の住民をつなぐ場を考えた。

東松戸駅高台

低地

SITE
SITE

東松戸駅

東松戸紙敷

東松戸紙敷

黒枠で囲った内側が開発の進む市街化区域の東松戸エリア、外側が懐かしい雰囲気を残す
市街化調整区域の紙敷エリアで、高台と低地の境界とほぼ一致している。

市街化調整区域と高台

私は、紙敷の地形に高低差があり、それに伴って町の雰囲気が変化する事に着目した。低地と高台を緩やかにつなぎながら居場所
をつくることで、新しい住民と昔から住む住民の交流が、ふとはじまるような場を提案する

結界の中の公民館

曲線を用いたい 耐力のある曲線
形状に

120°に膝を曲げて
座ることで力の分
散と姿勢の良さを
得る

grasshopper を用いて制作
～自由曲線一つで子供でも変形可能なデザインへ～

曲がる木

最終的にシートや模型を作るのではなく、クラスターというバーチャル空間で街を形成。
そこの中を個人のアバターで歩き回るというまとめ方をした。
規模感や内部空間での実体験のような感覚、
ディテールから受ける印象など模型などでは感じられない事柄が感じられた。

JaNAS_online (北欧の学生と設計,コペンハーゲン）

外と中の遮断

広

狭

壁

内側へオフセットさせる
壁沿いに外への流れ、または内への流れが緩やかに伝わる
三角の壁が外と中の中間領域をもたらす
この外に出る壁の量（建具のオフセット量）を変化させること
で居場所に違いが生まれる

建具

グラデーションのある過ごし方

壁とガラスのあり方を変える空気感の変化を立体的にも展開させる

GL部分
ソトとウチが緩く繋がる活動が江戸時代から続く下町的な面影

内から外が連続し、空気感が変化するような環境を立体的にも
展開させる

外

内

清澄白河の自然と下町

外を活用し、活動がナカに続く生活　～空気感の変化～

プライベート
集中
stock

ナカ
ソトから
ウチへ導
かれる

隣人の生活音が聞
こえる

雑談
のんびり
ウチへのきっかけ

休憩
読書
昼ごはん
勉強
散歩

ソト

河川
池
公園
道路

桜の屋根
木の葉の屋根

縁側
土間
歩道
店のテラス 窓

個室
狭い場所
壁の厚い場所

廊下
段差

開口の広さに伴う機能の移ろい
箱をやめた図書館

(VUILDにて実作）

その頂点を中心に円を置くことで
内部で完結せず気がついたら立ち
寄っているような気軽さを持ち合
わせた空間を実現させた。

大きな円の中心に椅子を設置する
ことで一つの空間に通路としての
使える空間と留まることができる
二つの空間が共存した。

2000mmの正三角形を元に写真パ
ネルを設置
どこを通っても車椅子やベビーカ
ーなどが通れる通路幅を獲得した

さらに同サイズの正三角形を置く
ことでパネルの入り口の外に頂点
が置かれる

chair

diagram

 THEME
つながるコミュニケーションファニチャー　

間接的コミュニケーションの一つとして
掲示板の可能性を考えた

(本間正広賞）コンペ作品　共同製作者：田中歩実

柴垣映里奈 / SHIBAGAKI 　　　　　　
芝浦工業大学建築学部建築学科　　原田真宏研究室
東京大学工学系研究科建築学専攻　川添善行研究室

主な活動
2018　4 月～　　    サークル　：建築学生サークル♭
　　　 10 月　　　  学祭　　　：ミスコン、建築女子の PR活動
2019    ８月～　　    手伝い　　：福島県会津若松にてツリーハウス制作
              9 月　　　　旅　　　　：九州の建築を見てまわる
2020     2 月～３月　旅　　　     ：アフリカ、ヨーロッパの建築を見てまわる
　　　  4 月　　　　WS           　 : コロナと建築のリサーチ企画
　　      8 月　　　　WS　　　    : JaNAS_online2020
              10 月～　　   PJ　         　 : Fadr 実施プロジェクト：絵本オフィス化計画
2021     4 月～ 現在    PJ              　: 間接的コミュニケーションを生み出す什器
2022    ３月～現在　アルバイト   ：Corals,Inc  （ニューヨークの設計事務所）       
               5 月   　　　 PJ              　 :GDZ
　　      6 月   　　　 PJ              　 : 生研公開　　　　　
               8 月 ~　　　PJ　　　　：アントレプレナーシップ 2022
               8 月 ~　　    PJ　　　　：本郷キャンパス増築計画

デザイン・設計
1 年　　空間デザイン演習Ⅰ「西洋美術館図面デザイン 1」　　　  優秀賞
　　　　空間デザイン演習Ⅰ「西洋美術館図面デザイン 2」　　　 優秀賞
            　 空間デザイン演習Ⅰ「西洋美術館図面デザイン 3」　　　 優秀賞
             　空間デザイン演習Ⅰ「書斎」　　　　　　　　　　　　　優秀賞
　　　　空間デザイン演習Ⅰ「離れ」　　　　　　　　　　　　　優秀賞
2年　　空間デザイン演習Ⅱ「平屋住宅」　　　　　　　　　　　
　　　　空間デザイン演習Ⅱ「斜面地の住宅」
　　　　空間デザイン演習Ⅱ「3つの住宅」
　　　　空間デザイン演習Ⅲ「小学校」　　　　　
　　　　空間デザイン演習Ⅲ「集合住宅」
3年　　空間デザイン演習Ⅳ「図書館」　　　　　　　　　　　       最優秀賞
　　　　空間デザイン演習Ⅳ「美術館」　　　　　　　　　　　       優秀賞
　　　　BIM演習２「椅子」　　　　　　　　　　　　　　　         優秀賞
　　　    プロジェクトゼミ　岡野道子研究室　「公民館」　　　ゼミ内最優秀

Sketches  in Europe

一期一会な
バックパッカー旅のエピソード

アフリカ大陸からヨーロッパをめぐる旅

航空券、宿泊費、食費、建築県学費、その他全部で１ヶ月 20万の学生らしい貧乏旅

バックパック気ままに一人旅　in タイ

 4 年　　Shumai 「情報」　　　　　　　　　　　　　　　　　　   最優秀賞
                 卒業設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤れんが 100 選
コンペ　神田外語 Speech contest「無人駅の活用」
　　　　Barrierless City Award&Competition　　　　　　　　      審査員賞
        　　デザインチャンピョンシップ 2020
                 第８回 POULS 学生・建築デザインコンペ　　　　　　

XZ立面

空間が歪んで密の部分

2段階の歪みによって空間の網目に密な部分ができる＝エネルギーの溜まり場

街の airdrop 写真展～日常と共に旅するコミュニケーション

(B3.プロジェクト研究室設計,東松戸紙敷）

C    O    N    T    E    N    T    S
音を聞き、風を感じ、時の流れを見つめ、環境と共存して

01 職住エリア

02 ドミトリー

03 シェルターエリア

04 アーティスト in シェアハウス

百軒店の活気を支える職住エリア

中長期滞在するアーティストが中
心のドミトリーエリア

トラブルを抱え、街に居場所を求めた
結果、周辺のラブホに吸い込まれる女
性を支援するシェルターエリア

住まいを求める音楽関係者によるシェアハウスエリア

利用するのは、ここに居場所を求め、使いこなしによってその居場所を獲得する人々です。
読み取りと使いこなしによって渋谷の地に帰属意識をもたらします。

道玄坂ジオメトリー
～歪む都市。その読み取りと使いこなし～
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GL

GL＋2520

GL＋3700

GL＋4780

GL

GL+7720

地形の高低差に寄り添う 鳥居の水平線による境界線の明示

安定をもたらす水平部材に意識が向き、その水平部材が
はみ出すことで水平方向への延長を意識し、境界線を感じる。

谷地：新住民、新しい町

高地：旧住民、歴史、スピリチュアル

今まで境界的要素であった水平線を連続させ
新旧両住民を繋ぎ一体感のあるまちづくりに貢献する。

4000mmの高低差

11000mmの高低差

春日神社

この地域は坂を登っていくことで大きく町の雰囲気が変化する。
しかし、この敷地は竹林が伐採されて平地化したため、直角の高低差が
存在し、谷地と高地を大きく分離していた。

坂を登ると雰囲気が変わり、谷地側の町が目下に見えて浮遊
した印象を受ける、という街並みを動線として取り入れる。

次々に結界を渡っていく


